
たより fromおんがた  令和 2年 12月（第 58号） 

 初めまして、4月より施設長させて頂くことになりました久保田美幸(くぼた よしゆき)と申します。よろしくお

願い致します。 

 私が障害福祉に関わり始めたのは、障害者自立支援法が施行された平成 18年 10月になります。重度

心身障害者(軽度の医療的ケアを含む)の日中活動施設で支援員をさせて頂いていました。初めての食事介

助では、私の緊張が相手の方にも伝わりお互いが緊張してしまい、食事時間がかかり過ぎて戸惑わせてし

まっていた数日後に、その方との食事介助を行うことになり、緊張しながら声を掛けた際に、その方のにっこ

りとした「笑顔」が私の心に飛び込んできました。その「笑顔」に緊張も消え、楽しい食事の時間を過ごすこと

ができました。彼等彼女達の魅力の一つに初めて出会うこととなった瞬間でした。 

障害という生き難さを抱えながら、今日という日を懸命に生きている彼等彼女達と時を共に過ごす中で、

世の中は彼等彼女達に対して無関心、いや向き合おうとしていないことを感じました。彼等彼女達が懸命に

生きていること、地域の中で存在していることを誰が世の中に伝えていくのかと考える中で、それは気づいた

自分がやらなければならないことと自覚し、自らが選んだ道を今日も歩み続けています。 

私が居宅介護事業所においてガイドヘルパーに従事していた時、その方の自宅から最寄り駅に向かう途中

で、近隣の方が笑顔で「おはよう、今日は何処に出かけるの？」と声を掛けられ、「お祭りに行くんだ」とその

方が笑顔で応えられる日常の何気ない光景に出会いました。その光景は、障害がある方がその地域の中で

当たり前に存在していることに心が温まり、地域共生社会の一場面に出会いました。 

   
「願いを実現する」施設（地域生活支援型入所施設）づくりの取組み 

  当園も蝉から鈴虫へと虫の鳴き声が移り変わり、さわやか

な風が山間をかけ抜けて、秋の過ごしやすい日々も紅葉と

共に冬の到来を感させる季節なり、四季折々の豊かな自然

に心があらわれてきますと言いたいところではありますが、第

３波の急速な感染拡大に、感染症予防対策を「徹底」そして

「日常化」へと取り組む毎日となっています。 

現在も新型コロナウイルス感染症の最前線において、病と

向き合っている医療従事者と感染予防対策のため利用者の

安心と安全に日夜奔走する同朋の福祉従事者に、「幸多か

れ」と感謝のエールを贈り、終息を願っています。 

当園は、２０余年前に、グループホームなど地域生活支

援が脆弱であった中で、「親亡き後の子供の棲家を東京都

内に」との親の会の皆様の願いが実現し建設され現在に至

っています。 

前回にもご紹介しました春山廣輝氏の「彼らの願いを原点

に～もう施設はいらない～」の中で、「彼ら(当事者)が一番望

むことは、それは何と言っても地域の中で生きたいということ

です。施設の中でいつまでも生き続け、施設の中で自分の生

涯を終わるのではなく、地域の中で生きたいという思いが強

いことを、私は知らされたという気がいたします。」とあります。 

２０年の歳月の中で、地域生活支援も充実してきている中

で、「親亡き後」の課題は現在も大きな心配事となっていま

す。その「親亡き後」を時代錯誤（死語）にするために、当園

の中長期計画の「願いを実現する」施設（地域生活支援型

入所施設）づくりの取り組みがあります。 

 今年度はこれまでに、コロナ禍ではありますが、「願いを実

現する」施設（地域生活支援型入所施設）づくりの取組みを

始め、当園から２名の利用者が巣立ち（地域移行）地域生

活を始め、1名のリカバリー支援を実施しました。 

お一人目は、現状の地域の中でも多く見られている、所謂 

「８０５０問題」に直面した中で、当園でミドルスティを利用す

ることになったケースです。主な介護者が疾病に伴い入院と

なったが、退院後に利用者との生活が困難となり「今後の生

活をどうしていくか」という課題解決に迫られる中、短期入所

先から入所され、利用者本人には事実を伝えられておら

ず、「何時になったら家に帰ることができるか」と本人の願いと

は異なり我慢の日々が・・・。自らの人生を歩んでいく上で、

事実を知ることの大切さを説明しましたが、「本人に言っても

わからないから」との家族の言葉に「障害があるからわからな

いということはありません」との対話で、家族から事実を話す

ことになり、利用者本人と「これからの新たな人生の一歩を

共に踏み出しましょう」と約束を交わし、地域生活支援の実

践が始まり、地域の中で自分らしい新たな人生を始めるため

に、当園から巣立って行かれました。 

お二人目は、長年当園に入所されていたケースです。入

所以前は、他のグループホームで暮らしていましたが、様々

な事情から当園に入所され、利用者本人は「早くここから出

たい」という願いがありましたが、実現には至っていませんでし

た。その思いに寄り添い向き合うことから始まり、「新たな人

生の第一歩を、自分らしい暮らしを共に踏み出しましょう」と

地域生活支援の実践が始まり、グループホームと日中活動

の見学、体験を繰り返し、自らの「願いを実現」して地域へと

巣立ち、現在、当園の定着支援を受けながら充実した地域

生活を過ごされています。 

親の子どもへの思いは何歳になっても「子は子」であること

も踏まえ、ご家族が安心し、障害がある彼ら彼女らすべての

人たちが、地域の中で当たり前に暮らす地域を創造していく

ことが、私たちの使命であるとして、これからも「願いを実現

する」施設づくりに取り組んでいきます。 

施設長 久保田 美幸  
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こまち班では、マスクの着用が難しい方が多く、外出

に出にくい為、フロアでのおやつ作りに力を入れみん

なで楽しみました。容器にもこだわり、アイスクリー

ム屋さんがのアイスの様なカラフルな絵が描かれた器

で食べ、みんなの表情がとても明るく、コロナ禍とい

う事を忘れるぐらい楽しみました。 

新型コロナの影響で、行事やイベントなどを縮小や中止せざる

を得ない中、利用者の方々に少しでも楽しんでもらおうと、フ

ロアではホットケーキパーティーや、新人職員歓迎会など行っ

てきました。また、今年も酷暑となり外を散歩する事もままな

らず、利用者の方々にとって我慢の日々が続いていましたが、

幸いにも皆さま元気に過ごしております。これから少しづつ季

節が変わり体調を崩し易い季節になっていきます。この状況が

好転し、また以前のように外出できるようになる日に向け、引

き続きしっかりと体調管理をしていきたいと思います。 
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ひかり班では、マスク着用・手

指消毒をそれぞれが徹底しなが

ら、少人数での個別外出という

ことで、買い物やオープンテラ

スでのランチへ出かけることも

ありました。 

 一方では、『外に出られない

なら園内で楽しもう！』と考

え、普段からリクエストが多い

調理実習の機会を増やしまし

た。 

メニュー決め、材料の買い出

し、何をやるか、誰がやるか、

飾りつけを手作りする、ランチ

ョンマットに絵を描く、そして

思いっきり食べて楽しむ♪とい

ったように、自分たちで作りあ

げる行事を行うことで、充実

感・満足感を得たようです。 

のぞみ・やまびこ班は、コロナでなかなか外に出られない状態です

が、フロアではボウリング大会（テレビゲームのボウリングで優勝者

を決めたり）、魚釣り（職員が紙などで作った魚を釣ったり）、カップ

ケーキ作り（利用者同士で協力し作った）などのイベントをしまし

た。他にも、少人数でオープンテラスに行き食事をとったり、お店に

行ってテイクアウトをして、園に戻り食事をするなどして食事も楽し

み利用者さんの笑顔が増えました。 

食事会 
ひかり 
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恩方育成園ではスタッフ及び 

ボランティアを募集しています！ 

お気軽にお問合せください♪ 
 

社会福祉法人 東京都手をつなぐ育成会 

障害者支援施設 恩方育成園 
 

〒192-0154 東京都八王子市下恩方町 2794-1 

TEL 042-652-3825 FAX 042-652-3826 
URL http://www.ikuseikai-tky.or.jp/~iku-ongata/ 

採 用 担 当 ：根 岸 、本 田 、田 代  

ボランティア担当 ：門 倉志保  

編集後記 

今年もあと１ヶ月をきり振り返ってみると新型コ

ロナウイルスに振り回された一年でした。施設一

丸となって感染対策に専念した事、また保護者様

を始め、各関係者様のご協力があって、幸いにも

これまで一名の罹患者も出しておりません。一日

も早くこの状況が良くなり、利用者の方々と楽しく

外出した様子をこの広報誌でまたお伝えできれば

と思っております。        広報委員会 佐藤 

【眠りスキャン】 

24時間パソコンのモニターで睡眠・覚

醒・起き上がりなどが把握することがで

き、呼吸数や心拍数がリアルタイムで知

ることができます。 

【人感センサー】 

24時間 365日、利用者の生活リズム

を乱すことなく見守りができるため緊急

時だけでなく、普段の見守りも可能で異

変の早期発見に対応ができます。 

 

【ipad（タブレット）】 

利用者さんの側でも記録を記入すること

ができ、音声入力も備わっていて大幅な

時間短縮に繋がり、利用者さんから目を

離す時間が減り利用者さんの側に居ら

れる時間が増えます。 

ICT とは、Information and Communication Technology（情報通信技術）。 

通信技術を活用したコミュニケーションを意味します。ICTを活用したシステムやサービスが

普及することで、社会インフラとして新たなイノベーションを生むことが期待されています。 

人材不足である福祉業界には、ICTを導入することで、利用者さんに対して、これまで以上

に目が行き届く状況を作り出し、職員にとっては事務作業の効率化の効果があります。 

恩方育成園 2020 年ＩＣＴ導入機器紹介 

http://www.ikuseikai-tky.or.jp/~iku-ongata/

